
新光触媒
第６世代・アパタイト被覆

D-007(スプレータイプ)

E-007(コーティング)



光触媒とは

 光触媒は光が当たると働き始める触媒で、言い換えれば光のエネルギーによって働く触媒です。

 光触媒の主原料である酸化チタンは、自らの質量は減少させず、半永久的に酸化分解反応を行います。

 酸化チタンが光を吸収したときに、その表面で起こるふたつの現象があります。

①光触媒分解・・・表面にきた物質を分解する反応。

たとえば有機物は二酸化炭素と水に分解されます。この反応は通常の燃焼反応とは

異なり、温度の上昇もなく室温の状態で反応が進みます。

②超親水性・・・・・これは非常に水になじみやすくなる現象です。一般的に多くの材料では、表面に水を

落とすと水滴が付きますが酸化チタンをコーティングした材料に光を当てると、水は

水滴にならずにほぼ完全に一様な膜として広がります。

このため油汚れなどが付着しても、水をかけるだけで汚れの下に水がしみ込んで汚れを

浮かし、簡単に水で洗い流せます。



光触媒とは②



光触媒の効果・活用

 抗菌・抗ウィルス

細菌・ウィルスも有機物質なので、光触媒の強い酸化力で分解除去ができます。

また、最近の研究ではインフルエンザのみならず、新型コロナウィルスも不活化させたという

結果も発表されました。



光触媒の効果・活用②

 消臭・汚れ落とし

新光触媒の消臭・汚れ落としは、現在一般的に市販されている『臭いを他の臭いで覆い隠す』方式の

消臭・汚れ落としとは根本的に違います。

新光触媒は臭いの元を分解し、原因物質を根本から取り除く消臭・汚れ落としです。



光触媒の歴史

 弊社の取り扱っている新光触媒は、アパタイト被覆（マスクメロン型）を採用しており、第六世代の光触媒です。

 ナノレベルの酸化チタンを開発。

 光照射がない暗所でも有機物分解作用が働いていることを確認。



アパタイト被覆酸化チタン（第六世代）

 酸化チタンは通常は白い粉で石鹸や、歯磨き粉、お菓子のクリームにも使われる安全な材料です。

日本では、国民一人当たり年間２ｋｇの酸化チタンを使用していると言われています。

 アパタイトが緩衝材となっており、アパタイト被覆酸化チタンは基材・下地を痛めません。

 従来型光触媒に比べ５．９倍の性能アップ。

 外光がない室内の可視光線（蛍光灯、ＬＥＤなど）の明かりや、紫外線カットガラスを通した光でも

光触媒効果を発揮します。

可視光線対応光触媒による抗菌効果



抗ウィルス試験データ



抗菌試験データ



施行事例
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